




一般会員・サポート会員を

お問い合わせ：本部事務局

随時募集中です

TEL：���-���-����
FAX：���-���-����

ぜひ会員として、
仙台YMCAの活動をお支えください

（5月20日～6月15日)

皆様のお支えに、心より感謝申し上げます
維持会費

♦一般会員

※敬称略

維持会員A 吉田一惠、神原雅子
竹谷智恵子

絵
：
伊
勢
文
夫
さ
ん

　YMCAジュニアクラブでは、仙台市内 4会場で 5つのサッカー
クラスを運営しています。その中で、対外試合に参加する小学 3
年生から 6年生を対象とした「サッカークラブジュニア」の活動
も行っています。今回は、この『サッカークラブジュニア』につい
てご紹介します。サッカークラブジュニアは、YMCAサッカークラ
スに在籍する子どもたちの中から、クラスディレクターの推薦を
受けたメンバーで構成されています。現在は、3年生 5名、4年生 8
名、5年生 12名、6年生 11名の計 36名が在籍していますが、学年
ごとに参加する大会が異なり、

・3年生：秋のくまがい杯
・4年生：春～秋に開催されるミヤギテレビ杯 4年生大会
・5年生：秋のミヤギテレビ杯新人大会
・6年生：秋の全日本 U��サッカー選手権大会
といった、それぞれの大会に向けて、毎週土・日に練習や試合に
取り組んでいます。

健康教育事業部 特集

　サッカークラブは1980年に設立されました。当時は、保
護者が練習に付き添い、指導者の飲み物や食事を準備するな
ど、負担の大きい「サッカースポーツ少年団」が主流でし
た。そんな中、保護者の負担を最小限にしたYMCAのクラブ
運営は、宮城県でも画期的な取り組みだったと言えます。現
在は、YMCAと同様に保護者の負担を軽減したチームが増
え、子どもたちがサッカーに取り組みやすい環境が広がって
います。私たちはクラブ創設当初から、
・子どもたちが自立できる環境
・子ども自身がチーム運営の担い手であると実感できる環境
・責任感を育む環境
・保護者の負担が極力少ない環境
を大切にし、サッカー技術の習得だけでなく、子どもたち一
人ひとりが自立し、社会の一員としての自覚を育むことを目
指して活動しています。

　サッカークラブの詳しい活動内
容は、Instagram
「sendai_ymca_soccer」で紹介
しています。試合結果や日々の活
動の様子をぜひご覧ください。

　YMCAジュニアクラブでは、この夏も子どもたちの成長を支えるさまざまなプログラムを実施します。短期
間で集中して挑戦する活動や、自然の中で仲間と過ごす体験を通して、心と身体の成長を育んでいきます。
毎年多くの方にご参加いただく「集中水泳」では、5日間連続でプール活動を行います。短期間で継続して練習
することで、水に慣れることはもちろん、「できた！」という達成感や自信へとつながっていきます。苦手なこ
とにも挑戦し、あきらめずに取り組む姿勢を育む機会となっています。また、「運動クラブ」では、参加者の学
年に合わせた 5日間のプログラムを実施します。マット運動や跳び箱、鉄棒など、さまざまな運動にチャレン
ジしながら、身体を動かす楽しさを感じてもらえる内容となっています。一人ひとりの成長に寄り添いなが
ら、基礎体力や挑戦する気持ちを育てていきます。
　夏休みならではのキャンププログラムも充実しています。自然体験活動として、花山青少年自然の家での
キャンプを 2つ、松島自然の家でのキャンプを 2つ実施予定です。自然の中で仲間と協力しながら活動するこ
とで、自立心や協調性、思いやりの心を育みます。さらに、サッカーのキャンプも 2つ予定しており、仲間と共
に技術向上を目指しながら、チームワークや最後まで頑張る力を学んでいきます。そして、石巻市の網地島
（あじしま）を訪れるキャンプでは、海や自然に触れながら、普段の生活では味わえない貴重な体験を行いま
す。
　YMCAジュニアクラブでは、スポーツや自然体験活動をとおして、子どもたちの「全人的成長」を大切にして
います。この夏も、多くの挑戦や出会いの中で、一人ひとりが大きく成長できる機会となるよう活動してまい
ります。なお、各プログラムの申込みは 6月 22日より開始予定です。詳細につきましては、配布案内やホーム
ページをご確認いただき、多くの皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

【サッカークラブジュニア】

【夏のプログラム】

パートナー会員A 阿部頌栄

(健康教育事業部：佐久間渉 )

(健康教育事業部：糟谷昌洋 )




	2607①
	2607HP用
	2607②.pdf
	2607③.pdf
	2607④.pdf


